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一 序 ^一目 

現代 文學 そのものに ついては、 本 講座に 於て は、 その 史的 地位に 關し、 その 分野に 關し、 また その 各 形態に 關 して 

別に 考察され る ことにな つて ゐる。 よって 今、 鑑賞の 立場から これにつ いて 一言 すれば、 現代 文學、 特に 最近の 文 擅 

的牧穫 は、 プロレタリア 文學 にしても、 所謂 藝術 派の 作品に しても、 また 大衆 文藝 にしても、 それが 發展の 方向 は 著 

しく 现論的 技巧的で ある こと を 特色と し、 從 つて その 作品 は 表現 的で あるよりも 構成 的で あり、 創作的で あるよりも 

製作 的で あると いふ 如き 傾向に ある やうに 思 はれる。 この こと は 定期刊行物に 褐 載され る文藝 時評な り 文壇 的 評論な 

りの 上に も 明かに 看取され る 所であって、 その 時評な り 評論な りの 原理 をな す 思想が、 或は 作品の イデ ォ n ギ ー を 中 

-心 問題と なし、 或は 素材 的 調査 如何 を 特に 重要視し、 或は また 技巧の 爲の 技巧 を 主要 問題と して ゐる。 かくて 創作に 

於て は、 作者の 人間性 を その 根柢から 傾けた やうな 表現が 見られす、 又 評論に 於ても、 作者の 全 意識 を盡 し、 更に 無 

意識の 奥にまで 徹した、 全人 的體感 としての 動きが 具現され ると いふ 如き 作品 を 要求して ゐ ないやう に 見える。 

かくいへば とて、 私 は 文 藝を侗 人 主義 的 完成の 中に のみ 蟄 息せ しむべき であると する 者で は 勿論ない。 從 つて 吿白 

小說ゃ 心境 小說 のみが 眞 の文藝 作品で あると 考 へる 者で もない。 個人に しても、 それが 歷 史的 存在と して 描かれ、 社 

會的 一 連鎖と して 具現せられ ての み、 眞に人 問と して 位置づけられる こと はもと よりで ある。 しかし 乍ら、 この こと 

： はまた、 作品 は 理論的に 作られ、 技巧的に 按排され なくて はならぬ とい ふ 理由に はなり 得ない。 むしろ 作者の 全人 間 

性を盡 し、 無意識の 意識にまで 徹する ことによって、 そこに 動かすべからざる 事實 としての 超 個人的 具體 的な 歷^ 
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忭. 社 忭を 具現し 得て、 始めて 眞に人 を 動かす ものと なり 得る であらう。 所謂 ブル ジョ ヮ 文 學が 過去の 遺物^ され、 

倘人屮 的 文， 學が排 架せられ るが 故に、 文藝 作品から 創作的 特質 を^ ひ、 表現 的 性質まで を沒 却せ しめる こと は、 決 

して 現代文^ を强 力なら しめる 所以で はない。 近. 來 新興 文學の 反省と して、 單 なる. ィ.， テオ ロギ ー の 公式 的 敍述に 足 

せす、 作品. の 上に 人 問 的な^ 味が 求められ、 理外の 现が 問題と されて 來 たの は、 單に 一度 失 はれた ものの 恢復で はな 

くて、 斩與 文. 學が、 新たに 文學的 性質 を璲 得しよう とする 完成に 向って 動き 來 つた 何よりの 證 左でなくて ュ ならぬ。 - 

しかし 乍ら、 現え 祯に 於け るかく の 如き 傾向 は、 まだ 萌芽で あり、 評 壇 的 意向であって、 . 新た^る 文學性 はそんな に 

容易ぐ 瘦^ され さう に 見えない。 從 つて 新興 文 學の藝 術 的 完成に は、 なほ 相當の 時間 を 要する であらう。 かくて 作者 

. の 多く は、 或は 社會的 課題 を 負 ひ、 或は 階級 的 使命 を帶 び、 或は 大衆 的 機嫌 を淤 ねて ジ ァ 十 リズムの^ に ^沈 を つづ 

付て ゐる のが、 現下の 情勢で はなから うか 9 從 つて、 深く して 普く、 銳 くして 確かな 鑑賞 を 求めて ゐる 如き 作品 は、 

容易く 見出し 犸べ くもない。  . 

また これ を文藝 時評、 文學 研究の 上に 見る も、 作品 を 分析し 說 明し 批判す るに^な 餘り、 直覜 し體惠 する 方面 は 等 

閑に せられて ゐる。 首 ひ換 へれば、 批評な り 研究な りの 基礎に 鑑賞が 確立して ゐ ない。 しかし 近年に 至って、 * この 方 

ほ， にも 單 なる 公式 的 平板に 滿 足しない 傾向が 多少な り 見えて 來 たの は、 新たに I! 賞が 作品 研究の 基礎に^ 求され て來 

た證 左でなくて はならない。 しかも ここに 芽ぐみ 來 つて ゐる 鑑賞 は、 單 なる 過去の 鑑賞 批評への 復歸 ではなく、 それ 

の Ku-t として 出現した、 分析 的說明 的 傾向に 對 する シン テ ー ゼ としての、 方法論 的體系 の 基礎 をな すそれ でなくて は 

ならぬ であらう。 


二 文學 鑑賞に ついて 

繪畫. 彫刻の 鑑賞 は、 繪畫. 彫刻 を 見る ことに 卽 して 成立す る 作用で あり、 昔樂の 鑑賞 は、 昔 樂を聽 くこと に卽 L 

て 成立す る ^用で ある。 同様に 文學の 鑑賞 は、 文學 作品 を讀 むこと に卽 して 成立す る 作用で ある こと はいふ を俟 たな 

いで あらう。  • 

が、 讀む とい ふこと は、 見る こと^く ことの やうに 單 純な 作用で はなく、 そこに 記されて ゐる 文字 系列 を 目で 見る 

と 同時に、 これ を 「ことば」 として 再現す る ことで ある。 更に この 「ことば」 としての 再現 を 抽象 すれば、 聲昔 とし 

ての W 現と 意味と しての W 現と に 分析す る ことが 出來、 更に 又 聲昔は 物理的 側面. 生理的 側面 等に 分けて 考 へられ、 

意味 は 心理 學的 側面 • 哲學的 側面 等に 分って 考察され る ことが 出来る であらう。 讀む とい ふこと がかく 複雑な 作用で 

ある 結果と して、 極めて 日常 普通に 行 はれて ゐる 作用で あるに も 係らす、 これが 现解 及びお^ に深淺 さまざま の^を 

生み、 また その 實踐に 於ても、 その 全 意義 を僵 現す る こと は 極めて 稀で ある。 而 して われわれ は 柱々 素朴に 作品の 聲 

昔 的 關聯を 抽象して その 形式と なし、 意味 關聯を 抽象して その 內容 となし、 讀む 作用の 對象 はかくの 如き 意味 關聯で 

あるかの やうに 考へ 易い。 しかしながら、 かくの 如き は 未だ 事 實の眞 相に 徹しない 思想であって、 われわれが 一 つの 

作品 を讀む 意識 作用 を具體 的に 內省 すれば、 意味 關聯と 聲音的 關聯と は、 決して 內容. 形式と して 分つ. こと も、 ^, 

外. 表. 裏 等と して 區训 する こと も 出来ない、 渾ー 的な 作用で ある。 從 つて 讀 むと いふ 作用 は、 抽象され た聲昔 的關 

聯を反 誦する ことで もなければ、 また 抽象され た 意味 關聯を 受容す る ことで もない。 欒 音と しての 意味、 意味と して 

の聲昔 を、 言 ひ換 ベれば 、具體 的な 「ことば」 を、 r ことば」 としての 全幅に 於. て W 現す る ことに 外ならぬ。. 
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次に： 典び 畫を 見、 音 樂を聽 く 場合 を考 へて 見る に、 これ 等の 作用に は、 常に 必す 何等かの 知的 活動が 伴って ゐ ると 

はいへ、 * 用の 本 瞪 は 感受し 感得す る ことで ある こと、 更にい へば 全體 的に 直觀 する ことで ある こと は、 何人も 肯認 

する^で あらう。 これと！： じく、 われわれ がー 作品 を讀む 場合に も 亦、 その 筋が わかり、 場景が 想起され、 思想が 理 

解 さ 七る とい ふ 如き、 かなり 複雜な 知的 活動が 含まれて はゐる けれども、 その 根幹 を 成し、 その 全 作用 を， 規定す る も 

の は、 同じく 感导 であり、 全體 的直觀 である。 —— 尤も 全體 的直觀 といっても、 それ はた だ^ 然とした 總 量感の み を 

f 味す るので はなく、 時として は 作品 中の 一 語 一 句から 閃い て來る 感動で ある こと も少 くない。 しかし さう いふ 場合 

の 一語 一 句 は、 單 なる 部分で はなく、 全體的 緊張と 集中と を 背景と した 一 語 一 句で あるから、 その 意義が 全 體直觀 た 

る ことに 於て は變 ると ころがない。 I 世 阿彌が 能樂の 鑑賞に 關し、 至 花道 書に 於て 「當 座の 風體 はた だ 面 c きのみ 

にて」 とい ひ、 「見^も 妙 見に 亡して」 といって ゐ るの は、 鑑賞 作用の 本質 を 最も 生き生きと 道破した もので、 われ わ 

れは文 學鑑赏 に 於ても、 對象 たる 作品に 對し、 之と 對 立の 立場に 於て 詮索す るので はなくて、 あくまで 作品に 浸り、 

作品に われ を沒 して、 これ を體感 し、 これと ー體 になって 發展 する。 これが 眞に 「ことば」 を 「ことば」 として 再現 

する ことで あり、 作品 を 作品と して 鑑賞す る ことで なければ ならぬ。 

一般に、 II 赏 とは對 象の 性格 や 美 を 味 ふこと であると いはれ てゐ る。 そして 味 ふとい ふこと は、 知る とい ふこと よ 

りも^ ハ作 P であると 考 / ら れてゐ る。 この 深いと いふ こと は 一 體何を 意味す るで あらう か。 それ は その 働きに 無意 

識的な 意識が —— 意識され てゐ ない 情意 的 傾向が 參加 するとい ふこと、 卽ち 全人 的な 働きで あると いふ ことで なけれ 

ばなら ぬ。 そして この 無意識的 意識の 參加 は、 われわれ の沒我 的體驗 に 於ての みその 成立 を 見る ものである こと は、 

W よりも 經驗 の立證 する 所で ある。 從 つて その 沒 我が 純粹 であれば ある 程、 鑑賞 作用が 深く 行 はれる。 鑑賞 作用が SS- 


なる 知的 活動と 區 別され る 特色 はこ こに 存 する。  j 

しかし 乍ら、 鑑賞 はかくの 如き 作用 的 特質の 故に、 賽 者そ の 人の， 性轰 性が 過度に 重んじられ 易い 傾向に あ 

る。 その I、 れれ われ は 弛緩し I みから 来る 偶然 的な 聯想に 意識 を 任せて、 作品の 全貌皇 ませ、 これ 皇觀的 

こ 色 づけて、 しかも それが よい 鑑賞で あり、 深い 讀み であるかの やうに 思 ひ 誤る ことが 少 くない。 鑑賞が 單 なる 享樂 

であり、 讀 むこと が單 なる 娛樂 であるならば 知らす、 鏗貰 をして 眞に その 作品の 作品た る 所以 を嚙 みわけ、 その美 を 

美と して 味 ひ拔く 作用たら しめ、 更に これ を 以て 學的 研究の 基礎たら しめようと するならば、 われわれ はさう いふ 一 

時 的. M 人的 I 曲 I 色に 謹され る ことなく、 あくまで 純 S 作品 性に 徹し、 作品 t 受ける 普遍的な もの を 確 

認 しなくて はならぬ。 然 らば われわれ は 如何に すれば、 單 なる 秦的囊 の 域を脫 して、 作品の 具體 的な 重 性 • 客 

觀 & を 確認す る ことが 出来る であらう か。 

最近、 豪 研究に 於て、 從來の 如き 個人的 主 觀的陶 醉の域 I して、 作品の 普遍的 客 觀的讓 を 明らかにしようと 

して 來た 傾向 は 著しい ものが あるが、 この. f に 立つ ものに は、 次の やうな 一見 甚だ 相異る 二つの 方法が ある。 卽ち 

一は、 その 作品 を 成立 させた 歷 史的 社會的 關聯は 勿論、 更に 自然 的 環境との 關係を 明らかにして、 作品 を その 成立の 

條 件と それら 條件 相互の 關聯 から 說 明しょう とする 行き方で あり、 他の 一 は、 ま づ主觀 を 深く 作品 そのものの 中に 沒 

し、 こ^ を 作品と 共に 發展 せしめる ことによって、 作品の 作品 性 を 如實に 體感し 把握しょう とする 道であって、 前者 

は文學 研究の 方法 を科學 的に 導かう とすな 態度で あり、 後者 は鏗 賞に 徹しよう とする 方法で あると いふ ことが 出来る 

であらう。 . 

前者が 上に 敍し たやうな 新しい 傾向と して 發展し 来った ものである こと はいふまで もない が、 これが 實 現に は あら 
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ゆる 科^の 參 加，.」、 それ を 統一した 方法 的體 系の 樹立と を 要する。 しかし それ はま だ 意向であって、 十分な 具 體化を 

見る に 至って ゐる とい はれない 現狀 にある。 後者 は直觀 により、 體驗を 基礎と する 點に 於て、 一見 在来の 侗 人的 主觀 

的 傾向の 繼承 に過ぎない かの やうで あるが、 事實に 於て は、 これが 否定たり、 撝擧 たらう とする 點に 於て、 新しい 發 

展 であるの みならす、 上敍の 如き 科學的 客觀的 方法 も 正しい 全 體直觀 の 上に のみ 成立し 得る も. ので ある 點に 於て、 寧 

ろ 前者の 基礎た るべき ものであると いはねば ならぬ。 

然 らば われわれ は 如何にして 主観の 偏 倚 を 去って、 作品の 作品 性 を 體感し 把握し 得る に 至る であらう か。 古來 「書 

は讓 め、 書に 讀 まれるな」 とい ふやうな ことが いはれ てゐ る。 然し われわれ がいかに 書物に 讃 まれまい と 努力しても、 

最初の  一^に 於て は讀 むと いふよりも 讀 まれる とい ふに 近い 意識 狀態 である ことが 多い。 勿論 精し くい へば、 讀 まれ 

つ っ讀. み、 讀み. つ っ讀 まれる とい ふ 如き もので あらう けれども、 讀 まれる 傾向が 主 導 的 位： 返 を 占める こと は爭ひ 難い。 

從 つて 純粹な 作品の 姿 は 見えないで、 一 時 的な 興奮 や 主観的な 着色 を 多分に 伴 ふこと を 免れ 難い。 然し かくの 如き 興 

套ゃ 着色 は、 二 讀三讀 乃至 五 讀十讀 する に從 つて 次第にう すれ ゆき、 やがて 跡 方 もな く 消えて 了 ふ。 そして 「讚み」 

そのものが、. その 作品の 韻律 的 言語 的具體 性の 再現た るに 至る と共に、 そこに 幾度 讚んでも 消滅す る ことのない、 靜 

かな、 しかも 不動な 感銘が 浮上って 來る。 魏略 にある 「讀書 百 遍而 其義自 見」 の 句 はこの 境 をい つた ものであって、 

眞に 深い 讀書 體驗の 道破で あると いはねば ならぬ。 然るに この 句 は往々 誤って 「讀書 百遍而 其蘧自 通」 として 傳 へら 

れてゐ るが、 これ は 甚だしく 其 意 翁 を淺簿 ならしめ る ものであって、 讀書百 遍の齎 す もの は、 決して 「其 義自 通」 程 

度の もので はなく、 「其 義自 見」 でたくて はならぬ。 

かくして 成立した 感銘が、 粟して 作者に よって 创 造され 表現され たもの の 客觀的 認識で あるか、 それとも 讃者 たる 


われわれの 主觀的 創造. に過ぎない か、 叉 同 一 作品に よって 自己の 衷. に 成立した ものと 他人の 衷に. 成立した ものと が 同. 

1 であるか 否か は 認識論の 決定す る 所で あらう けれども、 少 くも それ はわれ われ 自身に とって は、 その 作品から 受け 

る 普遍的な ものである ことに 疑 はない。 嚴密に は、 われわれ はこれ を 外にして、 作者の 描かう とした ものが 何で あり、 

他の 讀 者が 受ける 感銘が 何で あるか を考 へる こと さへ 不可能で あらう。 —— 勿論 常識的に い へば、 よく 行 はれた 諫み 

に 於て、 同 一 作品から 甲の 得る 感銘と 乙の 得る 感銘と が 大體に 於て 一 致す る ものである こと は、 われわれの $e に經驗 

する 所で ある。 II 作品の 歷 史的 社き 的 關聯の 分析と いつ て も、 かくの 如き 普遍性にまで 達した 把握 を 麼外視 して 成. 

立す る 害がない。 もしも 作品の 科學的 客觀的 分析に 急な 餘り、 かくの 如き 鑑赏的 某 礎を忽 にした なち ば、 研究の 成枭 

に 於て、 決して 科學的 正確さ も客觀 的確 實さ も^し 得ないで あらう。 一面に 义、 鑑賞が その 作用に 於て 観で あり 體 

驗 であるた めに、 個人的 主觀的 印象に， &蹐 して、 反復 熟讀 による 實踐的 純化 を 怠るならば、 分析し 說 明し 批判す る 方 

法の 基礎た るに 足りない こと は 勿論で ある。 

然ら ばかくの 如き 反復 熟 讀の勞 作の 上に 成立す る 鑑賞 は、 如何なる 趣、 如何なる 發展を 有する 作用で あるか。 巾 ゆ 

歌學 者と し て 注目す ベ き 藤 原 爲泶は 作歌 に關 して 「言葉に て 心 を讀ま むと すると、 心の ままに 詞 のに ほひ ゆく と はか 

はれる 所 あるに こそ」 とい ひ、 三 草紙に 芭蕉の 一一 一一 n として 引かれて ゐる 中には 「勤めて 物に 應 すれば、 その 心の いろ 句 

となる。 內を つねに 勤めざる もの は、 ならざる が. 故に、 私意に かけて する 也」 とい ふ 言葉が ある。 これ 等 は 何れも 制 

作が 單 なる 知的 作爲ゃ 一 時 的與. 奮に よって 成される もので はなく、 むしろ 意圖を 超え、 思量 を 絶した 全人 的 必然的な 

展開と して 成立す る 作用で ある こと をい つた ものであるが、 鑑賞 も 亦、 その 作用に 於て は 制作， 一  方向 をと る 發：^ 

であって、 作品 を 勝 乎な 聯想に よって 歪め 色 づけて それ を 享受， する ことで はなく、 又 これ を 傍觀者 的に 眺め、 杣ま的 
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に 分析す る ことで もな く、 あくまで 作品に 浸り、 作品に われ を沒 する ことによって、 やがて 必然的に 主題 感勐を 成立 

させ、 この 主題の 展 II を體感 し、 更に 主題 展開の 成果と しての 一語 • 一句， 一 句讀 を、 生きた 一語 • 一句， 一 句 讚と 

して 再現す る ことでなくて はならぬ。 從 つて その 作用 は、 讀 みに 卽 して 心が に ほひ 出で、 心の いろ 「作品」 となると 

もい ふべき 趣で ある。 かくして 鑑賞に 於いて 成立した 作品 性 は、 そこに 取扱 はれて ゐる單 なる 筋に あるので はなく、 

また そこ に 示されて ゐる 單 なる 思想 にある ので も なく、 さう いふ 凡て を 含ん で そこに 具象 化 せられて ゐる 「こ とば」、 

卽ち 芭蕉の 所謂 匂. 響、 歌論に 所謂 調 • 姿 であり、 鑑賞と はか かる 作品の 匂. 響、 乃至 調. 姿 を體感 し W 現す る こと 

でなければ ならぬ。 

次に 鑑賞の 對象 たる 作品に ついて 考へ るに、 一般に 文藝 作品 は、 その 制作され た 時代に 於て は、 普通の 敎養を もつ 

た^ 老には 何等の 準備 的 作業な しに 鑑賞され 得る のが 原則で ある —— 勿論 知識 經驗が 未だ その 時代 人の 水準に 逹 して 

ゐ ない、 發 達の 過程に ある ものに とって は、 鑑賞の 準備と しての 知識が 要求され る けれども。 從 つて 一 般的 にい へば、 

最初の 一 讀 から 何等の 障碍な く、 直接に 鑑賞の 對 象たり 得る 事が、 現代 作品の 現代人に 對 しても つ 一 つの 特色で ある。 

しかるに 前代 文學の 鑑賞に 於て は、 一 般に 何等かの 準備 作業 II 難解の 語句に 對 する 註釋ゃ 素材 的 事 實の說 明考證 

の 如き —— が 要せられる。 しかも それ 等の 註釋 ゃ考證 は、 時代 時代の 知識 や 生活 意識 を 基礎と し として ゐる もの 

であるから、 嚴密 にい へば、 その 時代 を 離れて は 意義 を 失 ふ もので さ へ ある。 從 つて 註 釋は、 一 つの 作品に 對 して 只 

一 つ あれば 足りる もので はなく、 各 時代に 於て 補 はれ、 新たに せられなければ ならぬ 性質の ものである。 而し てこれ 

は 訓詁 註釋 等と 稱 せられて、 近世の 國文學 研究に 於て は 殆ど 唯一 の 部門で あるかの やうに さへ 考 へられて 來 たもので 

あり、 時代 を距 てることの 遠い 文學の 研究に 當 つて は、 特に その 必要の 著しい ものである。 しかし 要するに それ は鑑 


賞の 準備た るべき 作業であって、、 文學 研究の 本體的 作業で はない。 近世の 研究に 於て は、 この 準備 的 作業が 本 體的硏 

究 であるかの やうに 誤り 考 へられた ために、 作品 研究 は 著しく 混亂に 導かれ、 學 的な 研究 體 系が 樹立され る ことが 出 

來 ない 狀態 にあった。 

然 らば 鑑賞 を 基礎と した 作品 研究 の 體系は 如何 にある べきで あらう か。 

鑑賞の 作用が 感情的 直觀 であり、 主題 感動と その 展開と を 追體驗 する ことで ある こと は旣に 述べ た。 然も それが 完 

成の 方向 は、 讀 みの 反復に よって * あくまで 個人的 主觀 的な 歪み を 去って、 普遍的 客觀 的な 作品 性. に 徹する にある こ 

とも 旣に 述べた。 かかる 鑑賞 作用の 中に 胚胎し、 これ を 基礎と して 發展 し來る ものが 解釋 である。 

鑑賞に 於け る直觀 は、 その 作用が 純粹 になれば なる 程、 知的 活動と は異る 作用になる ものである こと は 上敘の 如く 

であるが、 解釋 はかくの 如き 直觀の 反省で あり 自覺 であって、 世 阿彌の 所謂 「後 心 案 昆」 であり 、「離 見の 見に あら は 

るる 所」 である。 讀 みに 卽 して 成立す る 直觀を 感情的 判斷 であると すれば、 解釋は その 直 觀を某 礎と した 反省 的判斷 

であると いふ ことが 出来る であらう。 勿論 直觀 成立の 過程に 於て、 旣に 反省 的 判斷の 作用が 意識の 面に 擡頭し 來るこ 

との ある の は 何人も 經驗す る 所で あるが、 しかし 乍ら それ はほんの 介在であって、 鑑賞が 鑑賞と し て 純粹な 發展を 示 

して ゐる 場合に 於て は、 さう いふ 意識 は 自ら 影 を ひそめる。 解釋 は、 鑑賞の 確立と 共に、 今まで かく 意識の 背景に 退 

いて ゐ たこの 作用に 處を與 へ て、 その 全き 姿 を 意識の 上に 展開せ しめ 來る ことに 外ならぬ。 ここで は鑑赏 に 於て 深く 

對 象に 沒し、 これに 融 化せられた 主觀は W び主觀 としての 立場に かへ り、 自己の 衷に攝 取せられ 展開 せられた 對 象の 

姿 を 始めて 明かに 認識しょう とする。 換言すれば、 鑑賞に 於て 恍惚 裡に 再現し 體驗 せられた 作品の 主題と その 展開の 

相 は、 無意識から 意識に、 無自覺 から 自覺に 高まり 來り、 作品の 作品 性 はま じりな き圓 かな 姿と して、 晴れ わたった 

•  二 文 學楚赏 につ いて  1 一 


現代 文學筠 莨.  一二 

主観の 上に 示現す る。 この 姿 は 普遍的であって、 しかも 焖 性的な ものである。 われわれ はこ こに 至って 始めて 書に 讀 

まれ^も のでなくて、 書 を讀む ものと なった とい ふこと が出來 るで あらう ノ 

しかし 作品の 研究 はこれ を 以て 完結した ので はない。 鑑賞に 熟し、 解釋に 徹する につれ て、 自己の 衷に展 S1 せられ 

て來る 諸問題 —— 例へば 主題が 主題と して 確立し 得て ゐ るか どうか、 諸種の 異本 中、 何れが 眞の 原型で あるべ きで あ 

るか、 その 社 會的歷 史的 關聯 及び 位置 は 如何と いふ 如き —— を 明らかにし、 進んで はこれ を 自己の 價値 意識に 照し、 

如何にして これが 現實 的な 力たり 得る かを定 位し 判斷し 得て、 始めて その 作品 を 研究し 盡 したと いふ ことが 出來 るで 

あらう。 これが 卽ち 批評で ある。 

t も 批^ 意識 そのもの も、 鑑賞し. 辨釋 した 後に 始めて 發 現し 來る もので はなく、 最初の 一 讀 と共に 感じられる 好惡 

感の 如き、 已に その 萌芽で あり、 更に. 鑑賞に 卽し、 解釋に 伴って 發展 しつつ ある ものである こと はいふまで もない。 

しかし 乍ら さう いふ 批^ 意識 は、 時に 著しく 侗 人的 主 觀 的な 偏向 歪曲 を 有しが ちな 理解 を 基礎に した 判斷 であるが 故 

に、 少 くも 「研究」 の 本義に はかな はぬ 場合が 多い。 これ 作品. 研究の 體 系が まづ 鑑賞に m 發し * 解 釋を行 ひ、 出來得 

る 限り この 侗 人的 主觀 的な 歪曲 を 去った 普遍的 客観的 認識 を 成立せ しめた 後、 始めて 批評 を 批評と して^ 位し、 發展 

せしめなければ ならぬ 所以で ある。 かの 作品の 理論的 分析 ゃ說明 は、 こ こに 至って 始め. て 眞實に 行 はれ 得る もので あ 

り、 作品に 對 する 社 會的歷 史的 考察の 如き も、 この 域に 於て 始めて 正しく 行 はれる ことが 出来る であらう。 

然 らば 解 釋に從 ひ、 批評 を 事と する 際に は、 鑑賞の 作用 は旣に 終結して ゐる であらう か。 勿論 それ は眞 相で はない" 

解釋し 批評す る 際に 於ても、 鑑賞の 作用が 意識の 底流 をな して ゐ るの はいふまで もな く、 更に さう いふ 問に 於ても、 

往々 閃光 的に 鑑〕 K が發展 する ものである こと は 經驗の 示す 所で ある。 從 つて 解 釋が行 はれ、 批評が 試みられ、 研究の 


諸 作用が 完結す るに つれて、 一 翳 透徹し 純化せられ. た 鑑賞の 至 境が 實 現し 來る. もの. で. ある。 

かくの 如く 作品の 研究 は、 その 表現 作用 を 追體驗 し、 次に これ を自覺 統一 し、 更に これ を價値 的に 判斷 しお 位する 

とい ふ 發展的 作用で あると はい へ、 この. 三 段の 發展は 截然たる 段階 をな す もので ない こと は旣 に見來 つた 如くで あつ 

て、 最初の 一 讀以來 この 三 作用 は 或は 意識的に" 或は 無意識的に 發展を 遂げつつ ある もので あり、 又 例外と もい ふべ 

き 程 高度に 鍛 へ られた 讀書カ を 有する 人に 於て は、 一 讀 による 鑑賞に 於て 上敍の 如き 鑑賞の 至 境に 近い ものが 實 現さ 

れ るので あって、. わ. れ われの 讀書カ 鍛鍊の 方向 も 亦 ここに 存 する こと は いふまで もない。 しかし われわれ はま づ こ の 

三 作用 を 作用 體系 として 明確に 意識し、 これ を 正しく 定位し、 而 して 各，' の 作用 を 十全に. 遂行す る〜 とに 努 むべき で 

あって、 S 研究 は この 基礎の 上に の み 成就 せられる であらう。 勿論 かか る體系 を 凡ての 場合に 適用し よ う とする こ 

とはノ 不可能で も あり.、 不必要で も あらう けれども、 少 くも われわれが 一 作品. を 「研究」 し、 乃至 これによ つて 「敎 

育」 しょうと する 場合に は、 この 方法が 徹底的に 行 はれねば なち ぬ ものである。 

而 して、 私が ここに 鑑賞の 位置に 關し、 特に 煩 はしい までの 所 言 を 費した 所以 は、 一般に 鑑賞 は解釋 によって 發展 

し來る 作用と されて ゐ るのに 對 し、. それ は 解釋を 訓詁 註 釋と同 一 視し、 反省 判斷 としての 解釋 に目覺 めない ための 誤 

謬で あ-つて.、 事實に 於て は 鑑賞が 解釋の 基礎で あり、 批評の 根柢で ある こと を 明らかにしたい ためで ある。 しかも 鑑 

賞が， 解釋ゃ 批評の. 某 礎で あり、 根柢で あると いっても、 それ は必 すし も 時 問 的 先 後の み を 意味す る もので はなく、 そ 

れら 諸.. 作用 は 常に， 鑑賞に， 發じ、 鑑賞に 歸 する ものであって、 文學 作品の 研究 は 鑑賞 を樞 軸と し、 焦點 とする ことによ 

つての み眞正 に 遂げ られる も ので ある こと を 明らかにしたい が爲 に. 外.^ ら ない。.. 

： わ， が國に 於け る 作品 研究の 方法 的 推移 を概觀 する に、 近世に 於て は 訓詁 註 釋 が.、 . 或は 素材 的考證 がその すべてで あ 
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つた。 明治. 大正に 至って は、 新たに 直觀的 創造的な 鑑賞 批評が 搽 頭し、 近く は义 分析し 說明 する 科學的 客觀的 方法 

が 支配的 地位 をい；： めようと して ゐる。 これらの 諸 倾向は 何れも 歷 史的 必然 さに 於て 發展 し來 つた 所であって、 作品 硏 

究の 上から 見れば、 各 孤立して 別箇の 方法 を 成すべき もので はない。 訓詁 註釋は 準備 課程と して、 鑑賞 は^ 礎 體驗と 

して、 分析 • 說 明 は學的 操作と して、 相俟って 一貫の 體系 をな すべき 諸 作用で あり、 これら 諸 作用 はかく それぞれの 

位置と 意義と に 措定 せられる ことによって、 始めて 眞に それぞれの 作用 を 完結し 得る。 しかるに これらの 諸 傾向 は、 

或は 準備 課程 を 研究の 本體と 誤認し、 或は 純粹な 作品 性の 把握 を 怠って 主観的な 印象に 甘え、 或は 乂 作品 を 軍なる 記 

錄 として 扱 ひ、 或は 理論の ために 作品 を 歪ませる。 勿論 かかる 研究と 雖も、 その 主張の 如何に 係らす、 賁 際に 於て は 

すぐれた 業鑌 を擧げ 得た ものが 存在した こと は 否定し がたい 事實 であって、 例へば 訓詁 註釋の 中に さへ も、 鑑賞と し 

て、 解釋 として、 乃至 批評と して 傾聽 すべき ものが 見出される ことがあ るの はいふまで もない。 けれども それが 自覺 . 

された 體 系の 下に 行 はれない 結果と して、 或は 斷片に 止まり、 或は 作用の 混 亂を來 し、 結局 作品の 文學的 研究と して 

十分な 發展 をな し 得て ゐる こと は 極めて 稀で ある。 庹の 作品 研究 はかくの 如き 體 系の 不完全な もの、 又は 基礎の 不確 

かなものであって はならぬ。 それ は 人 問 性の 全耍求 を容れ ると 共に、 作品の 作品た る 姿 を さながらに 生かし 出す もの 

でなくて はならぬ。 卽 ち解說 し考證 する 作用 も、 感動し 創造す る 作用 も、 分析し 說明 する 作用 も、 乃至 判斷し 定位す 

る 作用 も、 一 貫の 作用と して 一 體 系のう ちに 有機的に 結合して ゐ なくて はならぬ。 然も それ は 軍なる 型と しての 體系 

ではなく、 作用と しての 體 系にまで 生かされた ものでなくて はならぬ。 而 して かかる 作用と しての 體系 は、 單 なる 知 

識 として 成果 せられる もので はなく、 反復 熟 讀の勞 作に よって 成り立つ 眞の 鑑賞 を 基礎と し樞 軸と しての み、 展開せ 

られ 形成 せられる ものである。 私が 作品 研究に 於て、 新たに 鑑賞 を 問題と する の はこの 所以に 外ならぬ。 


三 鷗外作 「山椒 大夫」 の 鑑賞 

私 はこ こに 一例と して、 現代 文學 として は旣に 古典的 作品に 屬 して ゐる 鷗外晚 年の 作 「山椒 大夫」 の 鑑賞 を 試みよ 

うと 思 ふ。 私が 何故に、 鶏 外の 作品 中で も 特に 現代 文學 らしから ぬと も 思 はれる この 篇を 選んだ か は、 後に 至って 明 

ら かにせられ るで あらう。 なほ 同じ 作者の 作品の 鑑賞に ついては、 雜誌 「國 文敎 育」 第六卷 第九號 及び 第七卷 第一 號 

所載の 拙稿 「高 瀨 舟の 鑑賞」 を併讀 せられれば 幸甚である。 

鵜 外の 作品が 今 どうい ふ 人々 の 間に 讀 まれて ゐ るか。 わけても 「山椒 大夫」 の 如き 作品が 今 どれ だけの 人々 の 手に 

あるか。 おそらく それ は 現在 手に されて ゐ るよりも、 嘗て これ を 手に した 人々 の 心に 线 つて ゐる ことの 方が 遙 かに 多 

いで あらう。 現在 鵾外 をい ふ 人々 の 多く は、 それが 文壇の 新しい 收穫 であった 當 時からの 讀 者で. ある。 この 意味から 

も鷗 外の 作品が 古典的な^ 在で あると い へよう。 旣に 古典と なった 作品が 讀 まれる の は、 多く は それが 學問 研究の 對 

象に される 場合 か、 さもなければ 敎育的 資料に 用 ひられる 場合 かで ある。 前者に あって は、 その 作品が 作品と して 鑑 

賞され るよりも、 歷 史的 社會的 考察の 資料と して 取极 はれ、 後者に あって は、 人 問 的 教養に 關聯 せられ、 特に さう い 

ふ點 のみが 强 調され がちで ある。 しかし 實 際に はかくの 如き 社 會的歷 史的 間 明 も、 亦 敎養的 利用 も、 その 作品の 正し 

い 鑑賞 を 基礎と する ことによって のみ 可能に なり 有力に なること は橾 返す まで もない ことで ある。 嘗て 力 ー ル . ェ ル 

チ ェ は 「批評」 の 基礎に 解釋を 求めた が、 更に 「解 釋」 の 基礎に 「鑑賞」 を 確立す る ことが、 われわれへの 新しい 課 

題でなくて はならぬ。 
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が、 鑑赏 そのもの は 感得で あり、 體驗 であって、 "におる ことで もな く、 また 义 字に 綴る ことで もない。 これ を：：： 

に 語り、 文字に 綏る ことにな れば、 鑑賞 を 「後 心に 案 見し」 「離 見の 見に 現る る 所」 を云爲 する ことにな つて、 旣に解 

釋叉は 批評の 域に 入る こと を 免れないで あらう。 或は 少 くも 解 釋 的 作業たら ざる を 得ないで あらう。 しかし 解 釋的作 

業に は旣に 作品の 鑑賞 を對 象と した 考察 以外に、 これ を 社 會的歷 史的 關聯に 於て 理解しょう とする 方向 へ の發展 なり 

基礎 づけな りが 要求 せられて 來る。 作品の 鑑賞 も、 勿論 さう いふ 關聯 から 絶緣 して 果 される 作用で はない けれども、 

それ は 作品の 上に 豫 想され、 作品の 上に 反映して ゐ る關聯 の直觀 であって、 作品 を歷 史的 社會的 一 所産と して 見よう 

とする もので はない。 從 つて、 ^られ 又は 記述され た 鑑賞 は、 既に 解釋 批評の 域に 人る とはいへ、 解釋 批評 そのもの 

の 全貌で はあり 得ない。 私 の. 試みよ うとして ゐ る 山椒 大夫 の 鑑賞 も 、 さう いふ 意味 で の 鑑赏と しての 形貌 をと る 外 は 

ないで あら ラ。  ........  .::.:-...+  .:,■. 

山椒 大夫 一 篇 を讀ん で、 絶えす われわれの 心に 纏 はって 來 るの は、 安壽 W 子 王 姉弟の 運命で ある。 先づ 越後の 春 日 

を經て 今津へ 出る 道 を ゆく、 珍しい、 品位の ある 旅人の 群と して 描き出された 親子 主 從^: 人が、 忽ちに 人 商人 山岡大 

夫の チに かかり、 人^ 船に 寶 渡されて、 海上 を 北と 南に 引き離されて ゆく 場面 は、 i もつ き 得ない やうな 悲痛 を もつ 

て われわれの 心を搏 つ。 母親と 姥 竹と を 乘 せた 佐 渡の ニ郞 と、 姉弟 一 一人 を乘 せた i 呂 崎の 一二郎。 その 二人の 底の 知れな 

いやうな 笑 聲と沒 人情 そのものの やうな 餘所言 。 母親が 物 狂 ほしげ に 舷に乎 を かけ、 仲び 上って 言 つ た 最後 の 言葉。 

子供が 「お 母 あ 様お 母 ぁ樣」 と 呼ぶ^。 それ も. 遂に は 餌を恃 つ 雄の やうに、 二人の 開いた リが兑 える だけで 聲は， 聞え 

なくなって ゆく とい ふ. 情景 は、 われわれの 心 を 奪って、 幼い 二人と 共に 悲痛の 底に 沈ませす に はおかない" そして W 


を 待つ 雛の やうに M いた 1 一人の 子供の 口が、 消え 難い 印象と して 心に 深く 刻みつ けられる。 

姉弟 を乘 せた 宮 崎が 舟 は 廻り 廻って 丹 後の 由 良の 港へ 來る。 そして 姉弟 は 港に 出張って ゐた 山椒 大 夫の 奴 頭に 買 は 

れて、 石 浦に ある 大 夫の 邸に つれられて ゆく。 

一 抱に 餘る柱 を 並べ立てた 大厦。 一 間 ra 方の 爐に 炭火 をお こして ある 奥深い 廣 間。 その 向 側に を 二 枚 重ねて 敷い 

て、 ^？. に靠れ てゐる 山椒 大夫。 左右に 铂 犬の やうに 列んで ゐる 息子の ニ郞 三郞。 それが 姉弟の 引出された n 兑 えの 

場で ある。 姉弟 は 奴 頭に 辭侬 をせ いとい はれても. 斗に は 人らぬ。 額が 廣く て^が 張って ゐる、 朱 を 塗った やうな 大夫 

の 額、 髮ゃ 鬚の 銀色に 光る その 顏を じっと見 つめて ゐる。 大夫は 二人 を 見て 、「色の 蓊ざ めた、 か 細い 童共ぢ や。 何に 

使うて 好い かわしに も わからぬ。」 とい ふ。 末の 弟の 三郞は 「辭篏 をせ いとい はれても 辭依 もせぬ。 外の 奴の やうに 

名吿 もせぬ。 一! 々しう 見えても しぶとい 者共ぢ や。 奉公 初 は 男が 柴刈、 女が 汐 汲と 極まって ゐる。 其 通りに させな さ 

しのぶぐ さ 

れハ。 一 とい ふ。 奴 頭 は それに 調子 を 合せる やうに 「名 はわた くしに も 申し ませぬ。」 とい ふ。 安 壽は垣 衣、 厨子 王 は 

ま 名 をつ けられ、 それぞれの 仕事 をき めら れて 新參 小屋に 連れて ゆかれる。 ^もない 新參 小屋に、 苫を 被いて 暗 

く 寒い 一夜 を迗 る。 

翌朝の 塞 さは わけても ひどかった。 面 桶に 人れ た， 健の 朝餉 を 前にした 姉と 弟と は、 「もうかう した 身の上に なって 

は、 運命の 下に 項 を 屈める より 外 はない」 と覺 悟す る。 そして 姉 は 濱邊へ 汐汲みに、 弟 は 山路 を さして 柴 刈に 行く の 

であった。 

然し かく 暗く 冷たい 二人の 生活の 中に も、 人情の 暖かさ は 全然 斷ち きられて ゐ たのではなかった。 山に 柴 刈る 弟 は 

柴の 刈り やう を敎 へて くれ、 更に 一荷の 勸 進までして. くれる 樵に 逢 ひ、 濱 邊に汐 汲む 姉 は、 汐の 汲み やう を 手引きし 
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て くれた 上に、 一荷の 汐 まで 汲んで くれる^ 勢の 小^と 知り合 ひになる。 姉 は濱逡 で 弟 を 思 ひ、 弟 は 山で 姉 を 忍 ふの 

を 妨げる^: はあり 得ない。 それだけ ではない。 二人の 姉弟の みならす、 奴婢 を 酷使す る こと を 目的と して ゐ るかの や. 

うな 大夫 一家の 人々 の. 2： からさへ も、 どこから か、 人情に 似た やうな ものが うすれ 日の やうに こぼれて 來る。 まだ ト 

§： と.：' 二に しかなら ない 弱い 若草の やうな 姉弟が、 日の目 を絕 たれた やうな 囚 はれの 毎日 を、 辛うじて 命 をつ づけ^ 

たの は、 かくの 如き 微かな、 しかし 至らざる なき 人情の 誠に よるとし か 思 はれない。 

いつしか 卜 n の =數 が 立って、 奴 は 奴、 婢は婢 の 組に 人らねば ならぬ 時が 來る。 しかし 二人 はどうしても 離れぬ と 

いふ。 大夫 は、 奴 は 奴の 組へ、 婢は婢 の 組へ 引き 摩つ て 行けと いふ。 ニ郞 の、 「^かもの 故、 死ぬ かも 知れません。 

刈る 柴 はわ づ かで も、 汲む 汐は いささか でも、 人手 を耗 すの は 損で ございます」 とい ふ大夫 向きな 提言で、 三の 木戶 

に 小屋 を かけさせて 一 一人 を 一 緒に S くこと になる。 暗い 囚 はれの 生活と 見える 屮 にも、 なほこれ だけの 我儘が 許され 

る。 二人の 話 はいつ も 父母の. ことで ある。 父に 逢 ひたい、 母が 戀 しいと いふ ことのみ である。 一度 は それ を 二 郞に聞 

かれた。 ニ郞は 「それ は 子供の 往 かれる 處 ではない。 大きうな る 日 を 待つ が 好い。」 といって 出て 行く。 程 經た或 日、 

今度 は それ を 三 郞に立 聞され た。 しかも それ は 安壽が 逃亡の こと をい つた その 詞 であった。 三郞は 小屋の 內に這 入る。 

「逃亡の 企 をした ものに は 烙印 をす る。 それが 此 邸の 锭ぢ や。 赤うな つた 鐵は 熱い ぞ」 とい ふ。 眞っ 蒼に なった 二人 

の 辯 解な ど は-斗に も 入らぬ。 「お 主 達が 一し よに をって、 なんの 話 を するとい ふこと を、 己が 储 かに 聞いて 置いた ぞ」 

かう い つて 出て 行く。 そして あの 戰慄 すべ き苦悤 の場景 —— 何の 罪 もない、 いたいけ な 一 一人の 額に 烙印 を するとい ふ 

—— が 展開され る。 

しかし それ は 夢であった。 夢で はあった が、 この 稚ぃ 二人に とって、 それが 苦痛の 極で あり、 恐怖の どん底で あつ 


たこと に變り はない。 夢で よかった とい ふよろ こびと、 それが いつ 現實に 起る かも 知れない とい ふ 恐怖。 姉弟が この 

烈しい 心の 衝擊 のなかで、 只 一 つの 賴 みとして 取り 鎚 らうと したの は、 安壽が 母親 に^れて 以来、 肌身 離さす もって 

ねた 守 本尊の 地藏 尊で ある。 二人 は その 守 本尊 を、 夢で 据ゑ たと 同じ やうに 枕元に 据 ゑて 伏 拜ん だ。 すると， n: 毫の左 

右に 鑿で 彫った やうな 十文字の 疵 I 夢の 中で、 赤く 燒 かれた 火 筋で 姉弟の 額に 加 へられた と 同じ やうな 疵が、 あざ 

やかに 見えた。 死の 恐怖から ゎづ かに 逃れ 得た 無辜の 姉弟が、 直 江の 浦で 親子 主從の 引き わけられた 時、 母親が 最後 

の 際まで 舷に手 を かけて、 「守 本尊のお 地 藏樣を 大切に おし」 と 絶叫した、 その 地藏 尊の 前に 額づ いた 時、 いかに 深く 

新たな 力 を 感じた であらう か。 恐らく、  二人 は旣に 二人 だけで はない、 救 ひの 手が 近く さしのべられて ゐ るの だとい 

ふ 信念と 希望に 心が よみが へる のを覺 えたに 相違ない。 地蔵尊の 額に 見えた 疵は、 この 死から 生 へ の 轉向を 割す る や 

うな 烈しい 運命の 分岐 點に S かれた 姉弟の、 至 心の 瞳に 映 じ 出された 祌 架な 幻覺 であった であらう。 以後 この 夜の こ 

とが、 安壽の 意識の 上に、 現前した 救の 力と して 働き 始めた こと はまこと に 當然の ことと いはねば ならない。 

この 時から 安 壽の樣 子が ひどく 變る。 そして 額に は 引き締つ たやうな 表情が あって、 眉の 根に は 皺が 寄り、. 目は遙 かに 遠い 處 

を 見つめて ゐる。 そして 物 を 言 はない。 

安壽 のこの 變化は 何 を 意味す るか。 いふまで もた く 新たな 力の 誕生で ある。 漠然たる 逃亡の 夢 は、 八/は 集中した 現實 

の 目的と なる。 運命 を 打開すべき 新たな 力 は、 ま づ安壽 の衷に その 働き を 始める。 しかし.： 女壽 のこの 變化 によって、 

厨子 王 は  一 I の 寂寥と 新たな 苦 惱に陷 る。 山椒 大 夫の 婢 となり 奴と なって、 あらゆる 自由 を 奪 はれた 境界に ある 一 一人 

にと つての 唯一 の 慰安 は、 二人が 同じ 小屋に 置かれて、 同じ やうな 夢 を 話 合 ふこと だった。 しかるに 安壽が ものに つ 

かれた やうに 默 つてし まった 後 は、 厨子 王の さみし さは 慰み やうがない。 母親の 手から もぎ 取られた 彼 は、 个乂 姉の 
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心 か.，： も ふりはなされた 思 ひで、 訴へ るに 虚 のない 悲痛に 沈まねば ならなかった。 殊に 姉の 様子が 平常で なくなった 

理由が 全く 分らない-瞬 子 王に とって、 この 狀 態が 耐 へがたい ものであった こと はいふまで もない。 

しかし 乍ら、 これ は 彼等の 運命が 明るみに 向って 開け ゆく 爲に は、 どうしても 經 なくて はならぬ 苦 練であった G 厨 

子 王に さへ 語らぬ 一 念の 集中の なかに、 漸次 凝集し 結晶して ゆく 安 壽の衷 なる 力 こそ、 やがて 明るい 運命への 轉向を 

跡 づけた 原動力に 外ならぬ。 後に 厨子 王が 首尾よく 山椒 大 夫の 邸を脫 出して 都に 上り、 丹 後 守に 任ぜられ、 母親 を 探 

し 出す ことが 屮 I 來 るに 至った の は、 一 にこの 安 壽の衷 に 芽ぐみ 育ちつつ あった 力の 結果に 外ならぬ。 眞に 一 個の 人 問 

^ 一  切 を 捨てて 一 事に 橥中 する 時、 弱い者 も强 くな り、 低い 者 も 高くなる。 そこに は 平常の われ 以上の われが 生まれ" 

わが 力 以上の 力が 發 現し、 運命 もこれ によって 開かれて ゆく かの やうに さ へ 見える。 

や 者^ 外 はかくの 如き 人生の 甚 深な 事 實を、 往々 にして 近代の 作家に 見られる やうに、 心理的 解剖 や 感情的 高揚に 

よって 描き出さう とせす、 又 比喩的に 取扱 はう ともしないで、 あくまで 行動に よって 展 させ、 しかも その 行動 を衷 

なる 意志の 開示と して 生かし 得て ゐ る。 

以後 作者 は 安 壽の衷 に發展 しつつ ある 異常な^ 面 生活 を、 彼女の 額 や 目に よって 描出して ゆく。 卽 ち先づ 恐し い 夢 

を 見た 寺 がらの 安壽 は、 「遠い 處を 見つめて」 ゐて、 「物 を 言 はない」 と ある。 やがて 年が 暮れ、 正月 を迎 へた 邸內の 

有様が 敍 せられる。 春に なって、 明日から 外の 仕事が 始まる とい ふ 日、 ニ郞が 姉弟の 住まって ゐる 三の 木戶の 小屋に 

a 廻りに 來る。 安鏢が 進み出て 、「それにつ い て 御 願が ございます。 私 は 弟と 同じ 仕事が いたした うご ざいます。 どう 

か 一 しょに 山へ 遣つ て 下さる やうに 御 取扱ら ひなす つて 下さい まし」 とい ふ。 この 時 も、 

蒼 ざめ た顏に 紅が 差して、 目が 赫 いて ゐる。 


とい ふ 安壽の 目の 赫 きを 忘れないで 描出す る。 一 一 郞は 自分が 受け合って 取な して、 きっと 山へ 往 かれる やうに して 遺 

ると いふ 約 * を殘 して 去る。 閜 いて ゐた厨 子 王 は、 姉と 一緒に 行かれる とい ふ 喜びと 共に、 なぜ 自分に 相談した かつ 

たかと いふ 不審と、 近来の 孤 獨を訴 へたい 感情 を 抑へ 難い。 しかし この 時 も、 

姉の 顏は 喜びに 赫 いて ゐる。 「ほんに さう お 思 ひの は 尤も だが、 わたし だって あの人の 顏を 見る まで 賴ま うと は 思って ゐ なか 

つたの。 ふいと 思 ひついた の だもの。」 

と、 再び 額の 赫 きが 叙せられ る。 

奴 頭が 籠と 鎌と を 持って来る。 安壽も 山に ゆく ことが 許される と共に、 ニ郞の 取な しに 三郞が 口を入れて、 安^ を 

大童に して 山へ やれと いふ ことにな つたから、 安 壽の髮 を 貰うて 往 かねば ならぬ とい ふ。 この 時 も 蚜子王 は 胸 を 刺さ 

れる思 ひできいて ゐ るのに、 

意外に も安壽 の 顔から は 喜の 色が 消えな かった。 

とい ふ 三度 目の 額の 敍述が ある。 そして 「光澤の ある、 長い 安 壽の髮 がさつ くり 切れた」 ので ある。 

あくる 朝、 二人の 子供 は 背に 篛を 背負 ひ、 腰に 鎌 を さして、 手 を 引き合って 三の 木戶を 出る。 厨子 王 は 不安と 寂し 

さに 胸が 一 杯で ある。 山の 麓へ 來た 時に、 それ を 打ち明けて、 姉の 意中に ひそむ もの を 尊ね ようとす る。 

安壽 はけさ も毫 光の さす やうな 喜び を 顏に湛 へて、 大きい 目を赫 かして ゐる。 

何も 弟の 問に は 答 へ ない 姉の 赫 かしい 額が、 闪 たび 印象 深く 描き 屮 I されて ゐる〕 かくして 一 篇の 上で 最も 感動の 高潮 

した 一 場面が 展開され る。 

一 一人 は枯 葦の 亂れた 巾に かくれた 沼、 黄ばんだ 道端の 草の 底に 見え 初めた お h: い 芽、 岩の 隙間から^ く淸 水た ど を 見 
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つつ、 うねった 道 を 登って ゆく。 と 岩の 面に 一面に 朝日が 差して ゐる。 その疊 なり 合った 岩の 風化した 問 に 根 を 卸し 

て^いた 小さな 薑が 安壽の rH に 人る。 すると それ を 厨子 王に 指して、 

御覽、 もう 春になる のね？  . 

とい ふ。 長い 長い 沈默の 下から 漸ぅ 語り 出された 最初の 一 語と もい ふべき この 一 句に は、 彼女の 額の 赫 きと 同じく、 

新しい 運命の 暗示が ある。 岩 面の 朝日、 岩に 根 を 卸して ゐる すみれ、 そして 「もう^になる のね」 とい ふ 一お、 この 

簡^: な 叙述が 如何に 多く を 語って ゐ るか。 簡な るが 故に 深い 作者の 筆力 は 常に かう い ふ 所に 極まって ゐる。 

一 一人 は 去年 柴を 刈った 木立の 逡に來 る。 厨子 王 はこ こで 柴を 刈る の だとい ふ。 安 毒 はもつ と 高い 處へ 登って 兒 よう 

と、 先に 立って すん すん 登って ゆく。 そして 外 山の頂と もい ふべき 處に來 る。 

^^の 目 は 遠く 南の 方に 向って、 大雲 川の 上流、 一里 程隔 つた 川 向に、 こん もり 茂った 木立の 中から 塔の- m の a え 

る 中 山に 止まる。 そして 始めて 久しい 以前から 考 へ て 來た所 を 打明け、 もうけ ふは柴 なん ぞを 刈らなくても 好い から、 

自分の 言 ふ 事 をよ く M くやう にと いって、 まづ屮 山へ 逃げ、 そこのお 寺で 隠して 貰って、 討 手が 向ったら、 それが 歸 

つた 後に 都に 出れば よい。 そして 神怫 のお 導きで 善い 人に さ へ 出逢ったら、 筑 紫へ ぉドり になった お 父う 様のお 身の 

上 も 知れよう。 佐 渡へ お 母 あ 様のお 迎 へに 行く こと も 出来ようと 敎 へる。 淚 乍ら に 聞いて ゐた 厨子 王 は、 後に 残った 

姉の 身の上 を 心配す る。 安 壽は 厨子 王 一 人です る こと を 一 一人 一 緖の つもりで する やうに と 論し、 自分に ついては 「一 一 

人前の 仕事 を させようと はしても、 金で 買った 婢を 殺し はしない。」 と 慰めて、 先に 立って 山 を 下る。 そして 木立の 

虚 まで 降りて、 二人 は 籠と 鎌と を 落葉の 上に 置き、 姉 は 守 本尊 を 取 出して、 それ を 弟の 手に 渡し * 「このお 地 藏樣を 

自分 だと 思って、 護 刀と 一 緖 にして、 大事に 持って ゐる やうに」 とい ふ。 厨子 王に は 姉の 言葉が まるで 神 樣か佛 様の 


I ずの やうに 聞え る。 そして 次第に 姉の 指示の やうに しょう あへ る やうになる。 只 厨子 王に とって 心配になる の 

は、 中 山で 架して お 寺の 坊さんが 隱 して くれる かどう かとい ふ 一事で ある。 が 塞 は 「開ける 運なら 坊さんが お前 を 

護して くれ ませう」 と 言 ひ 切る。 厨子 王 も漸ぅ 心が 決まる。 そして 

厨子 王の 目が 姉と 同じ 樣に赫 いて 來た。  i 

とい ふ、 五た び 目の、 きに 逢 ふ。 しかも この 時 は、 塞の 覺 悟が 厨子 王の 覺悟 になって ねる。 ここに 臺 的な 

ものの 内面的 發展が 現されて ゐる。 

二人 は 麓に 下る。 S 熱した 心 持が そのまま 弟の 心 持に なって、 足の 運び も 今迄 と は 違って ゐる。 泉の 湧く 處へ來 

ると、 塞 は i に 添へ て ある 木の 1を出 して 淸水 I み、 厨子 王 の^を 祝 ふ。 そし 墓 を か はして、 厨 

, ,  -  ;o  _Ji つ VJ、  ； ^ぉ つ こ罨れ てま 义 現れる 弟の 後 姿 を 小さくなる まで^ 送 

チ 王 ま 召 こ うて *T き」 に 3a る 。安 壽は 泉の 畔に. ！丄 つて ^ォに i4  — ^ォ- I う IJC  'ョ 

る。 かくて 感動の 深い この 場面 は、 

後に 同胞 を 捜しに 出た 山椒 大夫 一家の 討 手が、 此の 坂の下の 沼の 端で、 小さい 震 を 一足 拾った。 それ は 籠の？ あった。 

とい ふ 暗示に 富んだ 一句に よって 結ばれて ゐる。  ー 

かく 作者 は 霧の 中に 次第に 霞し 結晶して ゆく 内面的な 力 を、 彼女の 1、. 殊に その 額 富の？ によって， 

しょうと した。 そして 「引き締った 額」 i かに 遠い 處を 見つめて ゐ 論」 から、 「赫 いて ゐる 目」 になり、 S びに 赫 

、 てゐる 額」 になり、 更に 「毫 光の さす やうな 喜び を 額に 湛 へて、 大きい 目 を赫 かして ゐる」 とい ふ S 面 的 高揚の 極 

致と なり、 やがて それが 厨子 王の 目の 赫き にまで 發展 する。 かくて その 問に はさまれた 「もう 春になる のね」 とい ふ 

奥 体し い 感嘆の ことばと 相俟 ち、 更に 安 壽の死 を 象徴した 一足の 藁 履と 相應 じて、 淸 f  、 深い SI き 示して ゐ 
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る o しかも それが 純眞 そのもの ともい ふべき 童女の、 一切 を 捧げ 切った 犠牲の 力に よって 示現され てゐ る" 而し てこ 

の 人 問の 異常 力が、 そして それに 應 じて 發 現した としか 思 はれぬ 奇隳 的事實 が、 いかにも 素直な 自然な 展開 を 得て ゐ 

るの は、 一 つに はこれ を かく 端的に 額 や 目の 赫き によって 象徵 した 用意に も存 する ものである 事 を 見逃して はならぬ- 

山椒 大夫 ー篇 は、 かくして 主題 的な も. のの 成立 を 可能なら しめた。 以下 はかくして 確立され た. s: 面 的な 異常 力が、 

また その 象徴と もい ふべき 守 本尊の 靈驗 が、 新しい 運命 を 開拓しつつ、 水の 流れ 下る やうに、 明るい、 しかも 深く 爽 

やかな 昔 律 を 立てて、 その 働きの 完成に 向 ふ 過程に 外ならぬ。 

笞て 二人の 話 を 聞いた ニ郞 から、 大きくな つてから でなくて は、 遠い 旅 は 出来ない からと いはれ たのに 對 して、 

わたし 達 は その 出来ない 事が したいの だ わ。 

とい ひ、 厨子 王が 逃亡す るに 當 つて、 「でもお 寺の 坊さんが 隱 して 置いて くれる でせ うか」 とい ふのに 對 して 

さあ それが 運驗 しだよ。 開ける 運なら 坊さんが お前 を隱 して くれ ませう。 

といった 、「その 出来ない 事」 が 5: 來、 その 運の 開ける 時が 來た。 卽ち屮 山國分 寺の 場の 朗 かな 成就 を 轉囘點 として、 

曇猛 律師の 保護で 都に 上り、 思 ひがけす 關 c 九 條師實 に 逢 ひ、 しかも W 子 王の 持って ゐた守 本尊の 靈 驗で關 白の 娘の 

病氣が 本復す る。 W 子 王の 身の上が 明らかになって、 丹 後 守に 任ぜられ、 まづ 山椒 大 夫の 奴婢 を 解放 させ、 更に 佐 渡 

に 渡って 母に 逢 ふ。 かくて 筑 紫の 父が 旣に 亡き 跡だった とい ふ 新たなる 悲嘆の 中に も、 凡て は 落ち着く 所に 落ち着い 

て ゆく  o 

私 は 以上に 於て、 作者が この 一 篇に 描かう とした ものが 何で あつたか を、 大體 ことばに 卽 して 讚み 來 つたつ もりで 

ある。 よって 次に は、 さう いふ 主題 的た ものが、 どんな 機構に よって 表現され てゐ るか を讀 みたい と 思 ふ。 


作者 こよって 立てられて ゐる節 は 十四 ある。 今 これ を 筋の 發展 上から 見れば、 

一、 旅の 途中、 直 江の 浦で 逢った 山岡大 夫に 誘拐され て、 親子 主從が 離散す る ことに 始まり 

二、 母親と 姥 竹から 引離された 安壽 W 子 王が、 石 浦の 山椒 大夫 邸に 買 はれて、 そこで 苦 患に 逢 ふこと となり、 

三、 その 苦 息の 底に あって 守 本尊の 靈驗を 感じ、 厨子 王の 逃亡が 實現 する。 

w、 逃亡した 厨子 王 は曇猛 律師の 保護に よって 追手の 手から 逃れ 去り、 やがて 京に 上る こと 力 リメ 

五 、 ■ 關. c: 師實 の 知遇 を 得、 ^渡 に ゐ た 母 と の 再會 に 至る。 

とい ふ 如き 段. 落としても 考へ 得られる。 そして 請んで 最も 強い 感激に 打 たれる の はこの 第三 段落で あるが 更に この 感 

激の 頂點を 中心として 全篇 を 見れば、 安壽 厨子 王の 二人が 一歩一歩 暗い 運命の 底に 沈んで ゆく 一  二 丁 一二と、 その 底 

に 於て 示現 さ丫た 救の 力に よって 明るい 運命へ 歩み 出て ゆく TO . 五との 二 象 面に 分って 考 へる こと も 出来る。 

そして この 明暗 二つの 運命 を 分つ もの は、 人間の もつ すべて 11 生命まで I を 捧げ 切った 至情から 生れ 出る 異常 

力、 その 象徴と もい ふべき 守 本尊の 靈驗 にある が、 その 守 本尊 は、 前に も 述べた やうに、 この 姉弟の 了 冢の歸 依渴仰 

の 中心た る地藏 尊で あり、 安 壽が別 れに のぞんで、 「この お 地 藏樣を わたし だと 思って」 といつ て 弟に 渡した 地藏尊 

である。 そして 關 ぉ師實 から、 「百濟 から 渡って 高見 王が 持佛 にされ た 放光 王地藏 菩薩の 金像ぢ や。」 とい はれ、 これ 

を拜 むこと によって 師實の 娘の 病氣が 直ちに 本復した 地藏 尊で あり、 また 厨子 王 姉弟に 別れた 悲 みに 盲に なって ゐた 

母親の 眼 を 潤 ひ？ 1 かせた 地藏 尊で ある。 

地藏 尊の こと を かう して 取 出して 見る と， 何 か她藏 尊の 靈驗 記で でも ありさう に 思 はれる。 そして さう いふ こと は 

見. 弋の われわれと は 何の 交涉 もたい 事實の やうに 思 はれる し しかし 作品 そのもの は、 決して 現代人に 興味の ない もの 
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でもなければ 單 なる、 佛像^ 驗記 でもない。 むしろ さう いふ 奇蹟 的 事赏を も、 現代人た る われわれに 自然 的 必然的^ 

食 として 成立た せて ゐる 性格の 創造 こそ、 この 作品の この 作品た る 所以 を 成す もので たくて はならぬ。 

越後の 春 n を經 て今津 へ 出る 道 を、 旅人の 一 群と して 歩いて ゐる 親子 主 從が敍 せられて ゐる うち >  安 壽に關 して は、 

二人の 屮で姉 娘 は 足 を 引き 摩る やうに して 歩いて ゐ るが、 それでも 氣が 勝って ゐて、 疲れたの を 母 や 弟に 知らせまい として、 

折々 思 ひ 出した やうに 彈 力の ある 步附 をして 見せる。 

と ある。 最初の ー讀 では あまり 心に とまらぬ 叙述で あるが、 この 外に は、 全篇に 安^の 性格の 形容と して は 只 「無： 3 

な」 と ある だけな ので、 の 勝った」 童女と して 描かれて ゐる この 事實 が、 安壽の 性格 を さぐる 有力な 手がかり とし 

て 注意され て來 る。 さう いへば、 つづいて 交される^ との 會話 にも、 この 氣 質が 反映して ゐる やうに 思 はれる。 しか 

しその 後の 安壽 は、 山岡大 夫に 逢った 時 も、 直 江の 海上で 母 と^れた 時 も、 また 山椒 大 夫の 婢 にされ た 時 も、 殆んど 

さう いふ 性向 を 示し はしない。 ただ 如何にも 良家の 育ちら しい、 純眞 な、 童女ら しい 童女と して 描かれて ゐる。 

厨子 王 は 旅人の 群と して 今维 への 道 を 歩きつつ、 姉が 一 早くお 父う 樣の人 らっしゃる 處へ往 きたい わね」 とい ふの 

に 答へ て、 

「姉さん、 まだ なかなか 往 かれは しないよ。」 

と 賢 しげに いって ゐる。 橋の 抉の 材木の 下へ 人った 時 も、 眞 先に 進み、 

「姉さん、 早く お出でなさい。」 

と 呼んで ゐる。 山岡大 夫の 舟に 乘 せられた 時、 「子供 等 は 美しい 海の 物珍し さに 胸 を 跳ら せて 乘 つた」 と あるが、 それ 

も 厨子 王が 主であった らしく さへ 感じられる ほど、 童子ら しい 直截 さで 活躍して ゐる。 しかし それから さきの 艱難 は、 


あが 姉ら しさ を 示す こと も屮 I 來す、 弟が 弟ら しさ を發撖 する こと も屮  1來 ない ほど、 賒戗 ない 日々 の 連 綾であった。 二 

人 は 只 一 體の 如く、 辛うじて 苛酷な 運命の ドに 生きて 来た。 

-に 二人 はいつ しか、 さう いふ 酷薄 さの 前に 項 を 屈めた 生活に も 馴らされて 来た。 さう すると 一人 烈しく 頭 を 擦げ 

て 来る もの は、 父 を 思 ひ、 母 を 慕 ふ 熱情で ある。 せめて は それ を 二人で いひ 合 ふこと によって 慰めて ゐる。 その 話 を 

ニ郎に i かれて、 「父母に 逢 ひたいなら、 大きうな る 日 を 待つ が 好い」 と 慰められても、 「大きくな つてからで なくて 

は、 遠、 旅が 出來 ない とい ふの は それ は當 前の 事よ。 わたし 達 は その 出来ない ことが したいの だ わ。」 とい はないで 

は.？ なくなって 来る。 そして 最後の、 夢の 中の 苦 患が やって来 たの だ。 その 苦 患の どん底で 安壽が 見出し^も の 

は、 あり 得ない と 信じて ゐ たこと が 出来る もの だとい ふ 確信だった。 安 壽の內 面 生活 はこの 確信に よって 一 轉 した。 

一 ^こ ゐる 弟に さへ もの をい はない ほど、 安壽. の 全身の 力 は、 この 不可能 を 可能なら しめる ことに 向って 壤屮 して 來 

た。 しかし それが 實行 として 現れ 来る までに は、 更^ 彼女の 衷 なる 力と して、 湛 へられ 鍛 へられて ゐ なくて はなら な 

かった。 作者の 筆が、 その 顏の赫 きに より、 冃 の赫き によって 遺憾な くそれ を 描き出して ゐ たこと は 旣に兒 来った 所 

である。 

尊 を付嘱 して 弟 を 見送って しまった 彼女に とって は、 死が 極めて 自然な、 唯一 の 道だった。 弟 を 起た せる こと 

こ 命の 根まで 吏ひ艰 した 彼女に とって は、 ともり 盡 した 燈 火の 消える やうに 死が やって来た。 何の 執着 もな く、 使命 

を果 した 人の 安らか さで、 いかにも 自然に、 いかにも 淸ら かに この 世から 消え去った。 そこに は 何等 苦惱の あと も殘 

さす、 何等 悲惨の 蔭 もな く、 從 つて 壯烈 とか 可憐と かいふ やうな 感じ を與 へる 何もの もない。 眞の死 を 死んだ ともい 

へ、 死んで 眞に 生きた ともい へる。 後に 沼の 畔に 立てられた 尼寺 さへ も 要と しない ほど、 完成され た^で あり、 ％ 給 
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した 犠牲で ある。， この 點に 於て、 沼の ほとりに 殘 された 一 足の 藁 履 こそ、 この 小さた おおと もい ふべき 安壽の 死を尜 

徴 して 餘す 所がない とい へよう。 

その後の 厨子 王 は 安壽の 分身で ある。 安壽 の犧牲 によって すべて は 生きて ゆく。 厨子 王に 必^な こと は、 只 純一 e 

あれば よい。 誠實 であれば よい。 

厨子 王の 運命に 對 して、 明暗 一 一種の 大きな 影響 を與 へて ゐる 代表的 人物 は、 いふまで もた く 山岡大 たと 警. £， 

師の 二人で ある。 二人に 共通な 點は、 W れも强 い 性格の 所有者で ある ことで ある。 しかし 一人 は惡黨 型と して 強く、 

一 人 は 慈悲の 衣 を 纏うた 人格と して 強い。 

山岡大 おはお 人的の 運ん 叩 を 暗く す る點に 於て、 また その 悪 黨的 性格 に 於て は、 山椒 大 夫よりも 遙 かに ffi 要な 役割 を 

淤 じて ゐる。 叫 十 歳 位の 男で、 骨 髒が逞 しく、 「筋肉が 一 つ 一 つ 肌の 上から 數 へられる 程 脂 肋の 少ぃ 人」 と あるのに よ 

つて、 いかにも 堅つ ちりと 引締 つた、 精悍 そのもの ともい ひたい 中年の 男の 風丰が 浮かぶ。 そして 「牙 彫の 人形の や 

うな 額」 とい ひ、 「^の 知れぬ やうな 顏」 と あるのに 見ても、 血の 氣の少 い、 感情の 動き を 見せない、 冷たい 意志と 分 

別 そのものの やうな 額 を 思 ひ 出させる。 それが 「手に 救珠を もって」、 我が家の 中 を 歩く やうに 馴れた 足 どり で、 橋 

の袂の 材木の 下に ゐる 親子に 近づいて 來て、 親切 さう に 話しかけ たので ある。 そして、 この 行き暮れて 野宿し ようと 

して ゐる 一 行に、 わけても 幼い 子供達 を 野宿させる こと を 心なら す 思って ゐる この 母親に、 投を 破って 一 夜の 宿 を 貸 

さう とい ふ。 しかも それ を 「强 ひて 誘 ふで もな く、 獨 言の やうに」 言った と ある。 かう いふ 人 問 を、 物の わかった、 

敉 もしい 人物の やうに 思 ふ 人 も あり、 また 遝氣 味の 惡ぃ、 食へ ない 人間と 考 へる 人 も ありさう である。 ^窓に 育った 

年若い 母親が、 そして 子供達に はせ めて 溫ぃ 粥で も 食べさせて、 屋根の ド に^ませ たいと 願って ゐる 母親が、 純 莨の 


ゆ ゑに、 恩愛の 故に、 この 甘言に かかった の は眞に 已むを得ない 次第であった。 いま 一人 速が あると 聞いて 耳 を欹て 

た 山岡大 夫が、 女中と きいて、 その 底の 知れぬ やうな 顏 にも かすかな 喜びの 色が 浮んだ と あるの は、 むしろ この 憋對 

で、 母親 を よくよく 世間 知らす と 見極めた 横着 さからで あらう。 ra 人を宮 崎の 三 郞と佐 渡の ニ郞 とに 資 渡して、 まさ 

に 親子 主從の 離散が 起ら うとい ふ 際に も、 「わし はこれ でお 暇 をす る。 储 かな 乎から 糙 かな 手へ 渡す まで は 私の 役 ぢゃ。 

御機嫌よう お越しな され」 といって ゐる。 いかにも 落ち着き 拂 つた、 圖々 しい、 奸智 そのものの やうな 大 夫の 風 丰を 

想像させる 言葉で ある。 

これに 反し、 曇猛 律師 は、 最も 直接に、 最も 積極的に、 最も 重要な 機會に 於て、 厨子 王に 保護の 手 を 加へ、 明るい 

運命 へ の 第 一 歩 を 確實に 踏み出させた 第 一 人 者で ある。 律師が 一 篇の 上に 現れる の は、 山椒 大 夫の 邸 を 逃れ出た 厨子 

王が、 安壽の 指示の やうに 屮 山の 國分 寺に かくれた 際で ある。 三 郞の率 ゐた討 手の 一隊が 押 寄せて、 三門 を 明けさせ、 

更 に 本堂 の戶を 明けさせよう と 騷ぎ立 つ た 時、 やがて 靜 かに 手づ か ら戶を 開い て 階の 上に 立ち、 常谠明 の 潘明 り を 背 

にして、 「丈の 高い 巖疊 な體 と、 W のま だ 黑ぃ廉 張った 顔」 とを搖 めく 灯に 照し 出された の は、 五十 歳 を 越した ばかり 

の 律師で あった。 その 律師が 徐ろ に rz を I! いて、 「當山 で は 住持 の わしに 言 はすに 人 は 留めぬ。 わしが 知らぬ から その 

もの は當 山に はゐ ぬ。」 とま づ 大上段から 打ち 下し、 「さて は國 に大亂 でも 起った か、 公の 叛逆 人で も出來 たかと 5 心う 

て 三門 を 明けさせた。 それに 何ぢ や、 御身が 家の 下人の 詮議 か」 と 手痛い 一 刀 を 浴せ、 更に 當山は 勅願の 寺院で ある 

とい ふ來感 から 「ここで 狼藉 を 働かれる と國 守は檢 校の 貴 を 問 はれる のぢ や。 又總 本山 東大寺に 訴 へたら、 都から ど 

の やうな 御沙汰が あらう も 知れぬ。」 と 足下 をす くひ、 「早く 引取られ たが 好から う。 惡ぃ事 は 言 はぬ。 お 身 達の ため 

ぢ や。」 と輕く あしらって、 徐 かに 戶を 締める。 いかにも 堂々 として ゐて 寸分の 隙 もない。 しかも 律師の 背に 在る は、 

1  一一 ^外 作 「山椒 大夫」 の 鑑賞  二 九 


% 代 文^  §HA  一二 〇 

超自然的な 威力 そのものの やうに、 寂然と して 夜の 中に 聳え 立つ 殿堂で ある。 作者 は その 簡淨な 筆で、 驚くべく 生々 

とこの 大 殿堂の 威容 を 描き出して ゐる。 

まづ討 乎が 三門に 押 寄せ 「門 を 開け」 と 叫んだ 時、 多くの 僧侶 は 明けまい とした。 が 律師 はこれ を 明けさせた。 討 

乎の 勢が 本堂の 前に 迫って、 逃げた 奴 を 出せと いきり 立った。 この 時、 . 

6： 本堂の 戶は閉 ぢられ たま まひつ そりと して ゐる。 

と あ. る。 外に は 群衆の 聲が 喧しい。 

g やう やうの 事で 本堂の 戶が靜 かに 開いた。  . 

そして 偏衫 姿の 律師が 磐石の やうに 階上に 立つ。 群衆 は 期せす して しんとなる。 律師の 力強い 聲 がその^ けさ を 破つ 

て 暫く-; E いた 後、  . . 

g 律師 は靜 かに 戶を 締めた。  .• 

三郎は その 戶を 睨んで 齒 i 乂を する。 乎 下. の 勢 は 木の葉の ざ わつ くやう に 囁き 交す だけで ある。 最初 は i=- 騷の 中に 重々 

しく 閉ぢ られた 本堂の 戶、 それが 靜 かに 開き、 再び 靜 かに 閉 ぢられ るまで、 本堂 は喧騷 とは^ 世界の やうに どっしり 

として 立って ゐる。 その 靜 寂と 安定の 力 を 一 點に粱 中して 示した のが、 この 本堂の 戶 であり、 これ を 一 身に 體 現して 

立っ^の が 曇 猛 律師で ある。. . 

あと は 鐘. 樓 守の 頓智で、 寺 門から 松明の 行列が 出て 行く。 鐘樓守 は鐘樓 から 見て、 大聲で 笑 ふ。 近い 木立で やう や 

う 落着いて 寢. ようとした 鴉が 二三 羽 また 驚いて 飛 立つ。 さう いふ 朗 かな 光景 も、 叉 中二 日 ほど^-いて 「盥 ほど ある 鐵 

の 受犄器 を 持って、 腕の 太 さの 錫杖 を衝 いて ゐる」 ^：師 と、 「頭 を 剃り こくって 三 衣 を 着」 て、 その 跡から つい て ゆく 


厨子 王の 姿 も、 何れも かう いふ 律師の 力の 餘沫 として、 嵐 の 後の 靜 けさと もい ふべ き 明るさと 快 さと を われわれの 心 

に傳 へ る。 

次に、 溯って 母親と 姥 竹の 二人に ついて 考へ るに、 二人の 人物が 最も 著しい 印象 を與 へる の は、 山岡大 夫に 誘拐 さ 

れて、 親子 主從の 離散に 至った 經過 であるが、 母親 は 殆んど 何の 警戒 もな く、 その 詭計に 陷 つて 行く。 筑 紫への 道の 

相談 も かければ、 大切な 品 を 預けまで する。 母親の 立場に なって 見れば、 锭を 破って まで 宿 を 貸して くれた 好意に 對 

する 感謝と、 大 夫の 人 を 押しつける やうな 力に 抗ふ ことが 出来ない 餘篏 なさと からで ある。 姥 竹の 額に は 最初から 不 

安の 色が 消えない。 山岡大 夫が 一 行 を 二つの 舟に 移らせ、 空 舟 を 押し出した 時 も、 こらへ かねて 、「あの 主人に お預け 

なされた 囊は」 とい ふ。 しかし 瞬時の 後に は、 もう 囊ど こタ ではない 大事が 起る。 

安壽 厨子 王と 引離された 姥竹は 船頭に 嘆願す る。 しかし 「うるさい」 とい ふ 一 語と 共に 足鳅 にされ ただけ であった。 

姥 竹に は 一切が 明白になる。 そして ひと 思に 身 を 投げる。 母親 も つづいて 入水しょう と覺悟 はする。 しかし 姥 竹の や 

うに は 行動 出来ない。 仇敵に 對 しても 禮を盡 さすに は、 死ぬ こと も 3£ 來ぬ。 それたら ば 作者 はこの 母親 を、 笑 ふべき 

幼稚な 人物と して 描き、 姥竹を 母親よりも 見識の ある、 しっかりした 人 問と して 示さう としたの であらう か。 いふ ま 

でもな く姥竹 は、 世間 的な 智慧に 於て は、 その 年配から いっても、 身分から いっても、 深窓に 宵った 年若い 母親に^ 

かに まさって ゐる。 しかし その I 間 的な 智慧が 何 を 結果. し 得た か。 

最初 一 群の 旅人と して 描かれた 一 行中 、「まあ、 あの 美しい 紅葉 を 御覽」 とい つたの はこの 母親であった。 山 ^弋 夫 

の 詭計に 陷 つて ゆく 經過 にしても、 この 母親から 受ける もの は 人間的 SS 點の 印象で はなくて、 ゆ 問 的^^ と は與 つた 

人 問 的 突 質の 感銘で ある。 世馴れない 純庹 さの 故に 暗い 運命に 陷り、 人 を 疑 ひ 得ぬ 善 I さの 故に 詭計から 脫 する こと 
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が^ 來た かった。 しかし また この かと 見え、 無力と しか 解され ぬ 性質が、 やがて 厨子 王に めぐり 合 ふ 幸福に 至る 原 

因 を 成して ゐる こと も 見逃して はならぬ。 

一切 を 見極めた やうに 覺 悟して 振舞った 姥 竹の 賢し さと 某斷と は、 この 母親の 及ぶ 能 はざる 所で ある。 しかし その 

死 は — この^ 地に ある、 か弱い 女主 人 を 残しての 死 は、 果して そのい ふやう に、 安壽 厨子 王に 刖れ た悲 みだけ から 

であらう か。 姥 竹の 突 嗟の 思案の 中には、 この 世 なれぬ 主に 從 つて ゐて は、 この 先 11 ける 運 はない とい ふやうな 見 極 

め もど こか に^んで はゐ なかった であらう か。 從 つて その 死から は、 一 身の 安易 以外の 何もの を も 齎 して ゐ ない。 

之に 比べて 母親 は、 愚かに 見え、 ^く见 えても、 打算 や 常識 以上の 世界に 生きて ゐる。 信じ 愛し 得る 魂の 純眞さ • 

ゆたか さが ある。 まさに 投身しょう として、 人 商人の 前に 手 をつ いて 謝禮を 述べない では 置かれない、 又 自分の 死に 

よつ て 人 商人に 掼失を かけて はすまない とい ふ 幼兒の やうな 素直 さ を、 單 なる 愚か さとして 笑 ひ 去る ことが 出来よう 

か。 愛 兒を奪 ひ 去られた 悲 みに 兩服を 泣きつ ぶし、 馴れぬ 勞 働に 身 を 傷りながら、 なほ も 奪 はれた 二人の 名 を 呼ぶ ご 

とく W ふこと を 佳 一 の 生命と して 生きて ゐる やうな 根强さ を、 ^斷ゃ 敏捷 さに 比べ て 尊くない とどう してい へ よう。 

純 K なる が 故に 强く、 はから ひなき が 故に 開ける 運に めぐり 逢 ひ 得た この 母親 は、 ^さの 故に、 i 仝し く 死 をない だ姥 

竹と よき 對照 をな して ゐる。 

a- 親の この美 質 は、 母親 だけに 終って ゐ るので はなく、 更に 二人の 子供に 傳 はり、 殊に 安壽に 於て は、 その 强ぃ性 

咯と 結合して、 あの 私の 無い 純潔 さと、 あの 至 心の 信賴 となって ゐる やうに 思 はれる。 さう 考へ ると、 比較的 事件の 

上に 現れる ことの 少ない、 しかも その 世間 的 無知の 故に 一 家 離散の 悲劇 を惹き 起した のみで、 何の 爲す所 もない やう 

に 見える 母親の 性格が、 この ー篇の 背景 をな す 一 つの 大きな 力 を 成す ものであると も考 へられる であらう。 


山椒 大夫 は篇に 題され た 人物で あるが、 作 中 さほど 重要な 働き を 示す 存在に はなって ゐ ない。 ただ 名高い 口碑の 主 

人 公で ある 所から、 かく 題名と した もので あらう。 いふまで もな く安壽 厨子 王 悲話 は、 山椒 大 夫の 存在と 關 係の 深い 

もので は あるが、. この 篇は 山椒 大夫 その 人 を、 また その 生活 を 描かう と はして ゐ ない。 やはり そこに 生じた 安 籙^ 子 

王 悲話が 中心で ある。 大夫 その 人に ついて 見る に、 その 性格に 惡黨 らし さがな いのは 意外な 程で ある。 二人の 子供が 

奴 頭に つれられて 目見えに 行った 時の 容態 は いかにも 物々 しいが、 しかし 冷たく も 暗く もな い。 そして 六十 歳になる. 

大 夫の 朱 を 塗った やうな 額の、. 額， が 廣く腭 が 張つ. て、 .髮 も 鬚 も 銀色に 光って ゐる 恰好 を、 子供 等が 恐し いよりも 不思 

議 がって 見た の は、 二人が 無 邪 氣な爲 のみではなくて、 實 際に 惡黨 らしい 感銘が 少 いので ある。 二人の 子供 を i て、 

「色の 蒼 ざめ た、， か 細い 童共ぢ や。 何に 使うて よい か は、 わしに も わからぬ」 とい ひ、 二人が 名 を 一一 m はぬ のに 對 して 

も" 「愚者と 見える ：：： 弱々 しい 體に 免じて 荷は輕 うして 取らせる」. とい ふあたり にも、 . 惡黨的 毒氣が 含まれて ゐ ない。 

かくて 山椒 大 夫の 惡は、 事業 的であって 性格 的で ない。 これが 作者の 描いて ゐる 山椒 大夫 である。 しかし この 傾向 は、 

山椒 大 夫に 限らす、 傳說に 現れて ゐる わが 國の 惡黨 系の 人物に よく ある 性質で ある。 單 純で、 傲慢で、 どこかに 偉大 

な 所があって、 人の 好奇心 を 引く やうな 性質 を もち、 時には 一種の 愛好 心 を さへ 感じさせる のが、 かう いふ 惡黨的 人 

物の 特質で ある。. この 點 からい へば、 山岡大 夫の 惡は 性格 的 意志的で、 爲す 所が 冷たく 暗く、 どこか 西洋 文學 に見受 

けられる 惡黨 型に 近い。 

また 大夫 一家 を 見る に、 大 夫に は 三人の 男の子が あって、 長男の 太郞は 十 六 歳の 折、 父が 逃亡 を 企てた 奴に 手づか 

ら 烙印 をす るの を じっと見て ゐて、 一言な 物 を 一 百 はすに、 ふいと 家 を 出て 行方が 知.^ なくなつ たとい ふ、 道德 的な^ t 

力 性 を 具へ た 人物と して 叙せられ てゐ る。 ニ郞は 「邸 を 見廻って、 强ぃ 奴が 弱い 奴 を 虐げたり、 諍 をしたり する の を、 
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取締って ゐる」 と ある やうに、 また 春に なって、 明 口から 外の 仕事が 始まる と い へば、 「ど うぢ や、 あすから 仕事に 出 

られ るかな」 とい ふ 調子で 見廻る とい ふやう. に、 積極的に 善 を 求め、 德を樹 てようと する 程で はな いまでも、 大夫 1 

家の 制度の 巾で、 また それが 醸し出して ゐる 空氣の 中で 可能な 範 II に 於て、 正義 心 を 生かし、 同情心 を 働かせる 人間 

として 描かれて ゐる。 安壽 厨子 王が 一 緖に 三の 木戸の 小屋に 居られる やうに 取り 計って くれたの も、 また 一 一人が 一 緒 

に 山で 働く ことに 取な して くれたの もこの 一 ー郞 であった。 

三郞に 至って は、 惡人 としても 父の やうな 偉大 さ 無邪氣 さはな く、 又 山岡大 夫の やうな 思慮 深さ も計畫 的な 贤 さも 

ない。 r 寢鳥を 取る ことが 好きで、 邸の 内の 木立 木立 を 手に 弓矢 を 持って 見廻る」 とい ふ 程度の 凡小な 存在で ある。 

一 一人の 子供が 名 をい はぬ の を 「しぶとい」 とい ひ、 安壽が 弟と 一 しょに 山 へ 行く ことに， なった 時、 大童に してやらせ 

る やうに 父に すすめた の も、 この 三郞 である。 立 聞. 脅嚇 位 は 平氣な 人間で ある。 山椒 大 夫の 事業と 處 置に 暗 さや 冷 

たさ を 加へ るの はいつ もこの 三郞 である。 父に 對 して 最も 忠實 らしく 振舞 ひながら、 いつも 父 を 小さく 低く して ゐる 

の はこの 三郞 である。 

婢の 一人であった 伊勢の 小 萩 は、 ただ 當り 前な 善良な 少女で ある。 しかし 姉弟に とって、 かう いふ 境遇の 屮で、 當 

り 前な 人 問と して 近づ いて くれ る こ とが どれ だけ 大き い 力で あるか。 安壽 の 心 を 慰め、 安壽 の衷に 形成 さ れ て 來た神 

聖な 事業 を實 現す る 上に 必要な 手引と なった の は、 この 少女の 持った 知識であった。 この 篇を讀 む 者に とづて、 忘飞 

がたい、 感謝すべき 人物の 一 人で ある こと を 失 はない。 

丹後國 守に 任ぜられた 厨子 王の 正道が 採った 山椒 大 夫に 對 する 處置 は、 丹 後一 國で 人の 寶買を 禁止し、 山椒 大 夫に 

も 悉く 奴婢 を 解放 し て 給料 制度 にさせた ことであった。 しかも その 影響と し て 、 


大 夫の 家で は、 一時 それ を 大きい 損失の やうに 思った が、 この 時から 農作 も 工匠の 業 も 前に 增 して 盛に なって、 一族 はいよ- - 

よ 富み 榮 えた。 

と ある。 これ はわが 國 在来の この種の 物語の 結末と して は 非常に 珍ら しい。 卽ち 可憐な 主人公 を 苦しめた 人々 に對し 

て、 報 I:™? 手段、 懲惡 振の 辛辣 さの 代りに、 却って 非道 を 改める ことによって 益，' 富み 榮 えたと いふ 幸福が 與 〈られ 

てゐ る。 しかも それ は單に 正道に よって 與 へられた 偶然 的な 幸福で はなく、 旣に大 夫 一家の 人々 の 間に 存 した 道教 的 

な feo 流れが、 かくの 如き 結末に 必然 さを與 へて ゐる こと はい ふまで もない。 一 方 恩人 曇猛 律師 はわ づ かに 僧都に 敘 

せられた のみで あり、 姉弟 をいた はった ^勢の 小 萩 はた だ 故 鄕へ歸 された のみで、 训に 目に 立つ やうな 現世 的の 報償 

はない。 安壽の 亡き 跡 は 懇に弔 はれ、 入水した 沼の 畔には 尼寺が 立つ ことにな つた。 すべてが 平 粗で あり 自然で ある" 

ここに 作者の 住して ゐた 世界の 深さが あり、 また 偉大な 調和が ある。 

かく 觀 来れば、 この 短篇 はを壽 厨子 王の 苦 患と、 わけても 安壽 の犧牲 によって 展開し 來る守 本尊の 靈驗を 主題と し 

た 作品で ある。 しかし 古い 型の 單 なる 有難 話で もなければ、 また 近代的 解釋 による 心理 解剖で もない。 傳說を 傳說と 

して 生かしつつ、 そこに 新しい いのち を 見出した 作者の * 默 契の 深さから 生み 成された、 作者の 所謂 歷史 小說の 一 つ 

である。 足って そこに 見出される 祌祕 的な 事實も 超自然的な 力 も、 いかにも 必然的な 事實 として、 自然 的な 動きと し 

て 感銘され、 作品の 世界と して 少しの 誇張 も 無现も 介在し ない。 靈驗 とはいっても、 父 は旣に 亡く、 安壽は 一命 を捧 

ヂてゐ る。 その 犧牲の 大きい こと も、 この種の 物語に 見られない 所で ある。 おそらく、 ここに 作者の 解 釋が存 する で 

あらう。 卽ち 人間が 自己 を 捧げ 盡 して 無私の 至誠に 立つ 時、 平常 不可能と されて ゐた事 を も 可能と し、 人力 以上と さ 

れた事 をも實 現せし める 如き 異常な 力が 發 現し 来る もので あり、 更に これに 應 じて 人間の はから ひ を 超えた 不可思議 
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な 力が 加 へ られ るかの 如くに、 光明に 向って， 運命の 展 I！ が 行 はれる とい ふ 人生の 事 實に立 つ ことによ つ て、 有り得べ 

からざる やうな 傳說 の難點 が丄揚 された ものである。 

以上 一 篇の 主題 を 見 >  その 展開 を考 へ、 作 中 人物の 性格と 主人公の 運命との 關聯を 明らかにした。 私 は 更に この 作 

の 表現に ついて 一 言したい と 思 ふ。 

鹧 外の 作品 を 一見 すれば、 その 特色 は、 作者の 人生に 對 する 態度が 著しく 傍覜 的で あり、 その 乎 法が 客觀 的で あつ 

て、 容易に 作者の. 自己 を 出さぬ 所に ある やうに 思 はれる。 そして 作品 を もし 作者の 人間で 書く それと 腕で 書く それと 

に 分けるならば、 鷗 外の 作品 は、 腕で 書かれた 作品の 種類に 屬 する やうに 思 はれる。 しかし それ は 未だ 作の 眞相 では 

ない。 傍觀者 的 立場 を とれば とる 程、 客觀 的に なれば なる 程、 益！ 作者 鷗 外の 全人が そこに 生かされて 來る のが、 鷗 

外 作品の 特色で ある。 この 傾向 は 殊に 晩年の 作品に 於て 著しい。 鷗外晚 年の 小說 は、 筋が 確實に 緊密に 運んで ゐる點 

に 於て、 叉 人物の 性格な り、 事件の 發展 なりが いかにも 簡潔に、 いかにも 明白に 描かれて ゆく 點に 於て、 たしかに 腕 

の. 冴え を. 示して ゐる。 しかし 親しく 讀み 返して 見れば、 . それ は單 なる 腕の冴えではなくて、 作者 その 人の 觀 照の 冴え 

であり、 人 問の. 冴えで ある。 その 結 架、 作 中の 人物の 行動が、. 風丰 が、 性格が、 單 純化せられ て、 しかも 立體 的に 描 

き 出され、 內面 的な ものの 表示と して、 發展 として、 作 中に 生き 動いて ゐる。 この 點に 於て、 鷗 外の 作品 は繪畫 的で 

あるよりも、 彫刻 的で ある。 のみなら す、 さう いふ 人物 や 事件の. 背景と して 描かれて ゐる 叙景に しても、 簡， 單な 一句 

が 主人公の 運命 を 暗示し、 讀 者の 心 を 作の 世界に 同化 させて 連れて ゆく 如き 特質 を もって ゐる點 に 於て、 そこに は寫 

實の 精し さよりも 象徵の 深さが ある。 安壽 厨子 王の 二人が 始めて 山椒 大 夫の 奴婢に されて 新參 小屋に 入れられ たと 讀 


ん だ灸、 「翌 B の 朝 は ひどく 寒かった」 と あると、 讀 者に は 直ちに. 寒さ を恢 へ て 立つ 二人の 寂しい 姿が 見えて 來る 

「k が溫 み、 草が 萌 える 頃に なった」 と讀 めば、 何となく 二人の 運命が 明るみに 出られ さう にさへ 感じられて 来る。 

そして 沈 默し. て考へ 事に 專ら であった 安壽の 口から、 「御 覽、 もう 春になる のね」 の 一語 を 聞けば、 それ は旣に 季節感 

としてよりも、 安 壽の內 面に 萌して 来た 光明 希望の 響きと して、 深く 心の底に 刻まれる。 また 母親と 姥 竹との 對照に 

於て、 また 山椒 大夫 一家の 人々 の 性格と、 結末に 於て 示された 家運との 關聯に 於て 深い 必然 さが 暗示され てゐる こと 

は 上 叙した 如くで ある。 かくて 自然の 推移と 主人公の 運命との 間に、 また 人物の 性格と その 運命との 間に、 必然的 關 

聯を 成立 させ、 すべてが 偉大な 調和の 中に 融合して、 一つの 世. 界を 具現して ゐる。 こ. の 性質 は その 彫刻 的 表現 及び 尜 

徵的 描出と 相俟って、 著しく 戯曲 的な 作品 をな して ゐる。 

「山椒 大夫」 が發 表された の は、 大正 四 年 新年 號 中央 公論に 於て であった。 當 時の. 文壇， は 自然主義 全盛の 後 をう け 

て- 反 自然主義の 傾向 著しく、 朝日 文 藝攔に 據る漱 石 及び その 一派 を はじめ、 白樺 同人の 進出. 目 ざまし く、 文壇の 签 

氣は新 I い 光明に 出ようと する 羽搏 がき こえさうな 狀態 にあった". 就中 鷗外 は、 明治の 末年から 大正 二 年に かけて、 

名作 「雁」 を 完成して 以来、 所謂 歷史 小說の 創作に 轉じ" 同 三年から 五 年に かけて は その 方面の 傑作が 相つ いで 成さ 

れ たが、 本篇 はわ けても 出色の 作で. あつた。 同じ年に は績 いて、 「天 寵」 「二人の 友，. 一 「魚玄 機」 n りい さんば あさん」 

「最後の 一 句」 等が 創作され、 五 年 一 月に は 「高瀬舟 ヒ. 寒 山 拾得」 を 中央 公論と 「心の 花」 に 載せて ゐ るが、 わけ 

て-も 「高瀨 舟」 は 翁 草に. 取材し、 作者の 無意識 境が 深く 示現され た 傑作であった。 「山椒 大夫」 は その 人間 觀に 於て 

「高 瀨 舟」. の 前驅と 見るべき 作品であって、 彼に 於て は 簡潔に 主人公の 上に 結晶して ゐる ものが、 こわに 於て は、 も 
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う 少し 事件 的に 間 示され、 場面 的に 顯 現されて ゐる。 然し 人 問 生活の 深 處に發 した 作で ある 點に 於て、 深い 關聯に 立 

つもので ある こと はいふまで もない。 

次に 本篇と 同一 題材に よる 先行 作品に ついて 見る に、 古淨 瑠璃の 「さんせ ぅ大 夫」 を 初と して、 竹 田 出 雲 作 「山莊 

大夫五 人 嬢」， 作者未詳の 「山 析大 夫戀慕 湊」、 それ を 摸した とい はれて ゐる紀 海 昔 作 「山莊 大夫葭 原^」 及び 近 松 半 

二 作 「由 良港 干 軒 長者」 等の 淨 瑠璃に 作られて ゐる。 其 他 文彌節 • 角大夫 節. 說敎節 等に も 「山 析大 夫」 「都 志 王 丸」 

「さんせ ぅ大 夫」 等の 名稱に 於て 行 はれた ものである らしい。 わけても 古淨 瑠璃 「さんせ ぅ大 夫」 は、 最後の 第 六 段 

目 を 除く 外 は 殆んど 本篇と 同じ 筋で、 各人 物の 名前 も 行動 も 大同小異 である。 しかし かう いふ 作品 や、 題材と なった 

口碑 的事實 の考證 や、 それらと 本篇 との 關 係の 考察 等 は、 鑑賞の 外で あり、 且つ 與 へられて ゐる 紙數も 旣に盡 きて ゐ 

る ことで あるから、 他の 機會に 譲る ことと しょう。 

只 ここに は簡單 にこの 篇 の古淨 瑠璃 「さんせ ぅ大 夫」 と 異る點 をい へば、 古淨 瑠璃 「さんせ ぅ大 夫」 は、 姉弟の 可 

憐 さに 對 する 同 愦を屮 心と して、 木 能 的な 殘 忍な 筏馨心 や、 原始的 感傷的な 勸 善懲惡 思想 や、 低級な 功利的な 信仰 や 

で揑ち 上げた ものであるが、 本篇は それらの あくどい 時代 性に 掩 はれて ゐ た純眞 可憐な 姉弟 を 生かし、 その 純眞 さの 

故に 一度 は 暗黑の 底に 沈みつつ も、 やがて また その 純眞 さが 現實 的な 力と なって、 明るい 運命 を 開拓す るに 至る 運命 

を 描き 得て ゐる。 而 して その 筋の 經過 そのもの は殆ん ど古淨 瑠璃の ままで あり 乍ら、 作品の 本質と、 そこに 寄 托され 

た 人間 觀 とに 於て は、 上 來見來 つた 如く、 全く^ 種な 創作と なって ゐる。 かく その 筋と、 傳說 的な 穴 r: 氣と、 その 時代 

と を 生かしつつ、 しかも 深く 作者の 個性 を 刻印し、 更に この 篇が 創作され た 大正 期の 社會性 • 歷史性 を 表現し 得て ゐ 

る點に 於て、 決してた だの 童 幼的讀 物で もなければ. 又單 なる 敎育 資料 的 作品で もない。 從 つて さう いふ 性質 は、 筋 


の 分析 や、 時代 的 穿鑿 や、 素材 的 還元の みに よって 閬 明され るべき もので はなく、 その 筋、 その 空氣、 その 時代 性 を 

粽 合して、 更に それ を 超 出した 作者の 人 問 的 冥會の 深さに 觸れる ことなしに は 把握し がたい 所で ある。 これ 私が 特に 

鑑賞の 對象 として 本篇を 選ぶ に 至った 所以で ある〕 
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